
スポーツ施設の再配置に関する既往計画（対象施設一覧）

陸
上
競
技
場

野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場

球
技
場

多
目
的
運
動
広
場

水
泳
プ
ー

ル

(

屋
内

)

水
泳
プ
ー

ル

(

屋
外

)

レ
ジ
ャ
ー

プ
ー

ル

ダ
イ
ビ
ン
グ
プ
ー

ル

体
育
館

柔
道
場

剣
道
場

武
道
場

空
手
・
合
気
道
場

バ
レ
ー

ボ
ー

ル
場

(

屋
外

)

庭
球
場

(

屋
外

)

庭
球
場

(

屋
内

)

バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー

ル
場

相
撲
場

(

屋
外

)

相
撲
場

(

屋
内

)

卓
球
場

弓
道
場

ア
ー

チ

ェ
リ
ー

場

馬
場

ア
イ
ス
ス
ケ
ー

ト
場

(

屋
内

)

ア
イ
ス
ス
ケ
ー

ト
場

(

屋
外

)

ロ
ー

ラ
ー

ス
ケ
ー

ト

(

屋
内

)

ロ
ー

ラ
ー

ス
ケ
ー

ト

(

屋
外

)

山
の
家
・
林
間
学
校
施
設

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
場

レ
ス
リ
ン
グ
場

ボ
ク
シ
ン
グ
場

ダ
ン
ス
場

射
撃
場

ゴ
ル
フ
場

ゴ
ル
フ
練
習
場

ボ
ウ
リ
ン
グ
場

漕
艇
場

ゲ
ー

ト
ボ
ー

ル
場

ス
カ

ッ
シ

ュ
場

ヨ

ッ
ト
場

ス
キ
ー

・
ス
ノ
ボ
ー

場

キ
ャ
ン
プ
場

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー

ス

オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
コ
ー

ス

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー

ス

冒
険
遊
具
コ
ー

ス

海
の
家
・
海
水
浴
場

河
川
・
湖
遊
泳
場

ス
カ
イ
ス
ポ
ー

ツ
施
設

その他

越前市 越前市スポーツ施設再配置計画 平成26年 10年間 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

鹿屋市 鹿屋市スポーツ関係施設再配置計画平成26年9月 10年(平成26年度～) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

四日市市 四日市市スポーツ施設整備計画 平成27年3月 10年(平成27年～36年度) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

世田谷区 世田谷区スポーツ施設整備方針 平成28年3月 8年(平成28年～平成35年度) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

浜松市
浜松市公共施設再配置計画個別
計画(スポーツ施設編)

平成24年3月 平成24年～27年度 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

村上市 村上市スポーツ施設整備計画 平成25年3月 8年(平成25年～32年) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

宇都宮市 宇都宮市スポーツ施設整備計画
平成19年
平成24年改訂

9年間 ● ● ● ● ● ● ● ● ● サイクリングターミナル

調布市 スポーツ施設再配置計画
平成20年策定
平成24年改訂

6年(平成20年～25年度) ● ● ● ● ● ● ● ● ● 一部学校のプール、弓道場

厚木市 厚木市スポーツ施設整備推進計画 平成27年3月 6年(平成27年～平成32年) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

自治体名 計画名 策定年 計画期間

対象施設

参考資料
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長方形



スポーツ施設の再配置等に関する既往計画（概要、目次）

計画名

自治体

策定年

計画期間

計画の特徴

目的

現状評価の項目
（判断材料）

整備等の
優先順位の

決め方

スポーツ施設が
直面する課題

その他

章 節 項 内容 章 節 項 内容 章 節 項 内容 章 節 項 内容
構成 1 基本的な考え方 序章 1 計画策定にあたって 1 位置付け・体制

1 計画の基本事項 1 計画の策定趣旨 1 はじめに
(1) 計画の背景 (1) スポーツ交流の推進 2 計画の期間 2 目的と役割
(2) 計画の対象 (2) 鹿児島国体の開催 3 計画の対象
(3) 計画の位置づけ (3) スポーツ関係施設の老朽化 3 世田谷区スポーツ推進計画における考え方
(4) 計画の目標期間 (4) スポーツ関係施設の運用 2 スポーツ施設の現状と課題

2 課題の整理 2 計画の位置づけ 1 スポーツ施設の配置状況 4 スポーツ施設の現状と課題の整理
(1) 利用者数及び年齢構成の変化 3 計画の目標 (1) 本市のスポーツ施設の概要 (1) 施設の概要
(2) 財政の見通し 4 計画期間 (2) スポーツ施設の立地状況 (2) 種目・種別等一覧
(3) 施設の高経年化による維持更新費用の増大 2 性格・役割に応じた施設の分類 (3) 世田谷区スポーツ施設整備方針の課題整理
(4) 施設の機能的水準の向上と併せた再配置(課題のまとめ) 1 スポーツ関係施設の再配置方針 3 スポーツ施設等の利用状況

1 対象施設 (1) スポーツ施設の利用状況 5 スポーツ施設整備の基本的な考え方
2 現状と評価 2 現状と課題 (2) 学校開放施設の利用状況 1 取り組み　適正なスポーツ施設の配置

1 施設の概要 (1) 利用者数の動向 (3) 地区運動広場の利用状況 (1) 88万区民を抱える世田谷区にふさわしい拠点スポーツ施設整備
2 施設の評価 (2) 施設数の状況 4 市内スポーツ団体等からの意見・要望 (2) 5つの地域スポーツ拠点整備

　施設の構造評価 (3) 施設の位置づけ (1) アンケート調査の概要 (3) 身近なスポーツ活動の場の整備
　利用状況評価 (4) 施設の運用 (2) 調査結果 2 取り組み　スポーツ施設の機能充実
　コスト状況評価 (5) 維持管理技術 5 スポーツ施設の課題 (1) 誰もが安全・安心・快適に利用できるスポーツ施設整備

(6) 学校開放施設 (1) 施設全体の課題 (2) まちづくり等と連携したスポーツ施設整備
3 基本方針 3 各施設の分類 (2) 各施設の現状 (3) 計画的なスポーツ施設の維持

(1) 国体開催に向けた重点的・優先的整備 (1) スポーツ交流施設 3 取り組み　合理的で質の高い管理運営
(2) 機能の維持向上と施設の集約化、複合化及び機能移転による統廃合 (2) スポーツ施設 3 スポーツ施設整備の基本構想 (1) 質が高くて管理しやすいスポーツ施設整備
(3) モニタリングによる計画保全 (3) 運動施設 1 基本的な考え方 (2) スポーツ施設ごとの管理運営面の最適化
(4) 中長期的な視点での計画的な整備 4 再配置の方針 2 基本方針
(5) スポーツ施設の現状評価を考慮 (1) 共通事項 3 施設ごとの整備の方向性 6 スポーツ施設整備の方向性
(6) 庁内計画との整合性の確保 (2) スポーツ交流拠点づくり (1) 新たな施設の整備 (1) 地域特性やスポーツ施設の配置バランス等を踏まえた施設整備

(3) 生涯スポーツ振興の環境づくり (2) 既存施設の整備 (2) 関係計画等との整合及び各種制度の活用による財政負担の軽減
4 実施プログラム 5 施設運用の方針 (3) 大学、民間スポーツ施設、近隣自治体等との連携強化

1 用途別の方向性 6 維持管理の方針 4 新たに整備するスポーツ施設の基本計画
2 実施プログラム 1 整備する施設の概要 7 平成35年度までの目標

(1) 実施プログラムの基本事項 2 スポーツ交流拠点づくり (1) 体育館 (1) 当面、平成29年度まで
(2) 実施計画(前期5年間) 1 サッカー、陸上等の交流拠点づくり (2) テニスコート (2) 平成30年度以降
(3) 基本計画(後期5年間) 2 テニス、武道等の交流拠点づくり (3) サッカー場

3 再配置の全体像 3 野球、屋内競技等の交流拠点づくり (4) 野球場 資料
4 漕艇、カヌーの交流拠点づくり 2 建設コスト

5 まとめ　計画の成果と展望 5 グラウンド・ゴルフの交流拠点づくり (1) 建設コストの想定
1 計画の成果 (2) 建設事業費の財源確保
2 今後の展望 3 生涯スポーツ振興の環境づくりの推進 3 事業方式

1 鹿屋地域の環境づくり (1) 事業方式の検討
資料編 (1) 田崎多目的運動場 (2) 設計業務の選定方法

1 懇話会の開催経緯 (2) 健康スポーツプラザ (3) 工事の入札契約方式の検討
2 スポーツ施設のあり方を考える懇話会　委員名簿 (3) 市民いこいの森運動広場 4 管理運営方法
3 施設の利用状況 (4) 高須艇庫 (1) 管理運営方法の検討
4 稼働日1日当たりの利用者数 (5) 野里運動広場 (2) 事業収支の想定
5 コスト状況 (6) その他の施設 5 事業スケジュール
6 利用者1人当たりのコスト状況 2 輝北地域の環境づくり (1) スケジュール案
7 利用者1人当たりのコスト状況グラフ (1) 輝北体育館 (2) 各年度の公園内の建設工事エリア
8 スポーツ施設配置状況図 (2) 輝北運動場 6 その他の検討事項
9 用語解説 (3) 百引多目的グラウンド (1) 法的条件・敷地の現況

3 串良地域の環境づくり (2) 周辺環境への配慮
(1) Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館 (3) 公園内の整備の考え方
(2) Ｂ＆Ｇ海洋センター屋内プール (4) その他
(3) その他の施設

4 吾平地域の環境づくり 資料編
(1) 吾平運動場 1 市内のスポーツ団体等に対するアンケート集計結果
(2) 吾平弓道場 (1) 回答者の属性
(3) 吾平相撲場 (2) スポーツ団体の活動状況に関する回答結果
(4) 吾平屋内ゲートボール場 (3) 日常的活動によく利用する施設とその利用内容・施設に対する評価(団体のみ)
(5) 吾平多目的グラウンド (4) 大会開催時によく利用する施設とその利用内容・施設に対する評価(大会開催者のみ)

(6) 吾平艇庫 2 避難所に指定されているスポーツ施設
(7) その他の施設 3 用語集

4 計画の推進について
1 整備スケジュール
2 計画の推進

(1) 財政改革の推進
(2) 関係機関との連携 【凡例】
(3) 鹿屋市スポーツ推進協議会への報告

(4) 鹿屋市行政評価による事業評価 計画の概要（目的、対象、期間等）
3 スポーツコミッション機能の確立 スポーツ施設の現状

(1) スポーツコミッション機能の発揮 スポーツ施設の課題
(2) スポーツコミッション組織の構築 計画の方針

具体的な取り組み、個々の施設の方針
参考資料 調査方法、調査結果、アンケート結果等

1 スポーツ関係施設ごとの現状と課題 その他
2 スポーツ関係施設の位置付け手法

・老朽化、設備の陳腐化・ニーズへの未対応
・大規模な大会に対応できる施設の不足
・地域レベルのスポーツに対応できる施設の不足
・ユニバーサルデザインへの対応
・利用の少ない施設、安定的な利用ができない施設への対応
・災害時の避難所としての機能
・財政状j強を踏まえた、計画的な整備

・スポーツ交流の推進（スポーツ交流に必要な施設の機能等の不足）
・鹿児島国体（H32年）の開催（生涯スポーツ振興を目的とした多目的施設が多く、競技スポーツ
に適した専用施設が十分に整っていない)
・スポーツ関係施設の老朽化
・スポーツ関係施設の運用（市町村合併前の施設運用が継続しており、取り扱いに差異がある、
維持管理に関する効率化）

・東京オリンピックへの対応（馬術競技、アメリカ選手団のキャンプ）
・整備の方針を示したもので、個々の方針や、統廃合等の方向性は示していない。

・中長期的な視点から、世田谷区が目指すべき区立スポーツ施設の整備の考え方を示す。
・世田谷区スポーツ推進計画の重点的な取り組みの一つである「場の整備」の実現を目指す。

・各施設の定量的な評価は実施してない。
・ただし、下記事項は整理している。
　－施設の位置づけ（拠点施設/地域施設/地区施設）
　－利用状況、利用者数（H24～H26年度）

・優先順位の設定なし。

・国体への対応
・スポーツ交流を重視した計画

・鹿屋市におけるスポーツ活動を一層活性化させ、スポーツによる交流都市の実現を図る。

【定量的な評価を実施】
・各施設の規模、使用（年間利用者数）、優位性・特殊性を点数化し、定量的に位置づけ（スポー
ツ交流施設/スポーツ施設/運動施設）を整理している。

・スポーツ交流施設は、既存の敷地内または市有敷地に、特定種目を主種目とする専用施設と
し、県大会以上の大会を開催できる施設として整備する。
・スポーツ施設は、新規整備は行わず、既存施設の活用、維持、更新を基本に整備する。

平成28年

8年(平成28年～平成35年度)

・越前市スポーツ課が所管するスポーツ施設（31施設）を対象としている。
・学校施設のスポーツ施設（体育館等）は対象に含まない。

・福井国体（H30年）に向けて、越前市で開催される競技（フェンシング、軟式野球、ソフトテニス、ソフ
トボール）の競技会場の再整備を、優先的・重点的に推進する。
・国体終了後に、再配置計画を見直し予定。
・実施プログラムは、用途別に方向性を提示している。

・老朽化、規模・機能面での課題、多様化する市民ニーズに対応する。
・「みえ国体」（H33年度）をはじめとする大規模な大会を誘致・開催できる施設の整備・充実を
図っていく。

・スポーツ課が所管する32施設を対象としている。
・市立小中学校の運動場や体育館等が市民に開放されていること、地元利用者団体が管理する
地区運動広場の存在に言及しているが、計画では対象外としている。

・各施設の定量的な評価は実施していない。
・ただし、下記事項は整理している。
　－施設の位置づけ（大規模拠点施設/中心的施設/身近な施設）
　－利用者数（H21～H25年度）

・みえ国体（H33年）に向けて、四日市市で開催される競技（体操・新体操、サッカー、テニス、軟
式野球、空手道等）の競技会場の整備が優先。
・プロやアマチュアスポーツの公式試合が開催できる施設の整備。

・スポーツの場の不足
・既存施設の機能不足
・管理運営面の整備不足

・学校施設（体育館等）も地区施設に位置付けているが、整備方針等はなし。
・鹿屋市が設置したスポーツ関係施設を対象としている。
・身近なスポーツ施設として学校開放施設についても言及している。しかし、個々の施設の位置
づけは点数化していない（小・中学校の体育館、運動場、武道館でまとめて位置づけている）

・利用者数及び年齢構成の変化
・財政の見通し
・施設の高経年化による維持更新費用の増大
・施設の機能的水準の向上と併せた再配置

10年間

・長期的な人口減少など地域社会の動向を見据えつつ、スポーツ施設の今後のあり方を整理し、ス
ポーツ施設の配置の最適化を図ることにより効率的で効果的な運営・維持管理を実現する。

【定量的な評価を実施】
・施設の構造（構造安全性（耐震）、老朽化状況（築年数）、バリアフリー状況）
・利用状況（稼働率、稼働一日当たりの利用者数）
・コスト状況（利用者1人当たりのコスト）

・国体への対応
・再編

10年間(平成27年～36年度)

平成27年平成26年

10年間(平成26年度～)

・国体への対応
・新規施設の整備と、既存施設の整備が中心。

世田谷区

世田谷区スポーツ施設整備方針鹿屋市スポーツ関係施設再配置計画

越前市

越前市スポーツ施設再配置計画

平成26年

四日市市

四日市市スポーツ施設整備計画

鹿屋市

1/3



スポーツ施設の再配置等に関する既往計画（概要、目次）

計画名

自治体

策定年

計画期間

計画の特徴

目的

現状評価の項目
（判断材料）

整備等の
優先順位の

決め方

スポーツ施設が
直面する課題

その他

構成
節 項 内容 章 節 項 内容 章 節 項 内容 章 節 項 内容

1 個別計画策定の趣旨 1 計画の策定にあたって 1 計画策定にあたって 序章 計画の基本的な考え方
1 個別計画の概要 1 計画の目的 1 計画策定の目的 1 計画の背景と目的
2 用途別概要(スポーツ施設編) 2 計画の位置づけ 2 計画の位置づけ (1) 計画の背景と目的

3 計画期間 3 計画の期間 (2) 計画の対象
2 施設財産状況 4 計画の対象 4 計画の見通しについて 2 計画の位置づけ

3 計画の目標期間
3 保有財産に関する保有状況分析結果 2 本市のスポーツ環境と現状と課題 2 本市のスポーツ施設の現状と課題

1 スポーツを取り巻く現状 1 スポーツ施設の現状 1 スポーツ施設に関する調査
4 施設について (1) 運動習慣の定着 (1) スポーツ施設の量 1 基礎データの整理

1 施設の役割 (2) 競技スポーツに加え、誰もが楽しめる生涯スポーツの充実 (2) スポーツ施設の質 (1) 人口と将来推計
2 現状や課題 2 スポーツ施設の現状 (3) スポーツ施設の利用状況 (2) 世帯数と1世帯あたりの人員
3 今後の施設の考え方 (1) 地区ごとのスポーツ施設の現状 2 施設に対するニーズ (3) 地域別人口の推移

(2) 村上市内スポーツ施設の設置状況 (1) 身近な施設づくり 2 上位計画の整理
5 再配置検討結果一覧 (3) 合併後の主なスポーツ施設整備工事等の状況 (2) 高齢社会に対応した施設づくり (1) 調布市総合計画　後期基本計画(平成19年)

(4) スポーツ施設の管理運営状況 (3) 利便施設の充実 (2) 調布市都市計画マスタープラン(平成10年)
6 統廃合対象施設一覧 3 スポーツ施設の課題 (4) 競技スポーツに対応した施設 (3) 調布市スポーツ振興計画(平成19年)

(1) 老朽化した施設への対応 3 本市のスポーツ施設の課題 (4) 調布市公共施設見直し計画(平成18年)
(2) 身近なスポーツ施設の確保・充実 (1) 老朽化への計画的対応 (5) 調布市民健康づくりプラン
(3) 市民ニーズに応えられる施設・機能の充実 (2) 施設の質・機能の向上 3 関連意向施設結果の把握

(3) 身近なスポーツ施設の確保・充実 (1) 市民意識調査
3 スポーツ施設整備の基本方針 (4) 民間や県との役割分担 (2) 調布市民の健康づくりに関する実態調査

1 施設整備の基本方針 (5) 災害時拠点つぃての施設の安全性確保・機能充実 4 スポーツ施設の状況把握
(1) 廃止・統合 (1) スポーツ施設の分布状況
(2) 継続・施設維持 3 スポーツ施設整備の基本方針 (2) 市立スポーツ施設の概要
(3) 大規模改修・新規整備 1 老朽化に対応した整備 (3) 新規スポーツ施設の建設予定地の状況

2 施設整備の視点 2 施設の役割に対応した整備 (4) 多摩川緑地公園の体育施設について
(1) 施設の老朽化への計画的整備 (1) 全市対象施設
(2) 市の規模、バランスに見合った配置 (2) 地域対象施設 2 スポーツ施設に関する課題の整理
(3) 施設の役割に対応した整備 (3) 避難所となっている施設 1 市立スポーツ施設の不足
(4) 指定管理者制度の導入(効率的な管理体制への見直し) (4) その他の施設 2 地区のバランスを考えた配置計画の検討
(5) 利便施設の整備 3 プロスポーツに対応した施設整備 3 新規スポーツ施設等の適切な配置の検討
(6) 市民ニーズの調査・反映 4 利便設備の整備 4 既存施設のバリアフリー化

3 スポーツ振興くじ助成金の活用 (1) 利便機能の充実 5 新たなスポーツ環境の創出
(1) 地域スポーツ施設整備助成 (2) バリアフリー化の推進
(2) 地方公共団体スポーツ活動助成 (3) 利用手続きの利便性向上 3 スポーツ施設再配置計画

5 民間や県との役割分担を図った施設整備 1 スポーツ施設の適切な配置
4 今後のスポーツ施設の整備計画について (1) 全市対象施設

1 施設整備の進め方 4 主要なスポーツ施設の整備方向 (2) 地域型施設
2 施設整備後の施策展開 1 競技場ごとの整備の方向 2 新たなスポーツ施設の整備
3 施設区分ごとの整備計画 (1) 体育館 (1) 調布基地跡地保留地
4 今後の長期的な計画について (2) 野球場 (2) 旧大町小学校跡

(1) 類似施設の統廃合・拠点、集約化 (3) 庭球場 (3) 都立武蔵野の森公園スポーツ施設
(2) 新規整備要望に対する検討 (4) サッカー場 (4) 多摩川緑地公園内運動施設

(5) プール (5) 新たなスポーツ施設整備後の全市スポーツ施設機能分担
資料編 (6) 河川敷に立地する運動場 (6) 今後の課題

1 スポーツ施設状況 (7) 市弓道場 3 市立学校施設や民間体育施設の活用
(1) 市スポーツ施設建設状況 (8) 市スケートセンター 4 既存市立スポーツ施設の設備充実
(2) 市内スポーツ施設施設等位置図 (9) 河内総合運動公園陸上競技場 5 新たなスポーツ環境の創出
(3) 市内類似スポーツ施設地区別一覧 (10) 上河内・河内地区内に立地する運動場

2 スポーツ施設利用状況 (11) サイクリングターミナル 4 計画の推進体制
3 学校開放施設利用状況 (12) 冒険活動センター 1 行政関連部局との連携強化
4 スポーツに関する市民アンケート調査について 2 整備の優先順位 2 「調布市行政評価システム」による事業評価

(1) 市民アンケート調査結果 3 個別の施設の整備内容 3 「調布市スポーツ振興協議会」への報告
(2) スポーツ関係団体調査結果 (1) 優先的に整備に取組む施設

5 スポーツ関係団体 (2) 拠点施設
(1) 村上市体育協会加盟団体登録者数 (3) 市民対象施設
(2) スポーツ少年団登録者数 4 整備のスケジュール
(3) 社会体育団体登録者数 5 今後のスポーツ施設の整備にあたって

6 委員名簿
(1) 村上市スポーツ推進審議会
(2) 村上市施設整備計画策定会議

【凡例】

計画の概要（目的、対象、期間等）
スポーツ施設の現状
スポーツ施設の課題
計画の方針
具体的な取り組み、個々の施設の方針
調査方法、調査結果、アンケート結果等
その他

4年間(平成24年～27年度)

・利用圏域や地域バランス、設置目的を踏まえた再配置の検討（合併前の旧市町村ごとに類似
スポーツ施設が存在）
・施設の老朽化
・勤労系、福祉系など設置目的と所管課が異なるスポーツ施設の管理体制等を踏まえた整理

・「浜松市公共施設再配置計画基本方針」の個別計画として作成したもの。
・再編

・「浜松市公共施設再配置計画基本方針」に基づき、施設の設置目的や地域性を考慮しながら、
複合的な利用や運営管理の見直しを含めて検討する。

・各施設の定量的な評価は実施していない。
・ただし、下記事項は整理している。
　－運営状況、㎡当たりの運営コスト

・優先順位の設定なし。
・スポーツ施設の種別に（体育館施設、水泳場施設、武道場施設、庭球場施設、その他施設）、
統廃合の方向性を示している。

・調布市立体育施設（25施設）を対象としている。
・調布小学校プールおよび調布中学校弓道場は、条例により広く一般に開放しているため、対象
に含んでいる。
・市立学校施設や民間体育施設の活用も視野に入れている。（当計画では、調布小学校プール
および調布中学校弓道場以外は対象外）

・老朽化した施設の改修が中心。 ・現状施設の維持・活用が中心

・既存のスポーツ施設の現状、課題などを把握し、利用者の要望を取り入れながら、施設の廃止
も含めて、修繕やリニューアル、用途変更、多目的化など、有効利用できる効果的な施設の環境
整備を具現化する。

・各施設の定量的な評価は実施していない。
・ただし、下記事項は整理している。
　－地区ごとの現状（配置、施設の状況、ニーズ等）
　－施設の位置づけ（拠点施設/地域施設）
　－各施設の規模、利用者数（H23年度）
　－学校開放施設（体育館）の利用状況（H23年度）※計画では対象外

・施設区分（用途）ごとに、基本方針（廃止・継続・改修）と計画期間を策定。
（老朽化が進んでいる施設から改修する内容となっている）

6年間(平成20年～平成25年度)

・市立スポーツ施設の不足
・地区バランスを考えた配置計画の検討
・新規スポーツ施設等の適切な配置の検討
・既存施設のバリアフリー化
・新たなスポーツ環境の創出

・スポーツ施設を効率的・効果的に維持管理・運営していくため、施設利用状況等を踏まえ、サー
ビス水準を公平に保ちながら、望ましいスポーツ施設の配置について実現を図る。
・活用可能なスポーツ施設用地を有効に活用する。

・各施設の定量的な評価は実施していない。
・ただし、下記事項は整理している。
　－利用者数（H11～H18、平均）
　－各施設の位置づけ（全市対象施設/地域型施設）

・優先順位の設定なし。

・既存施設の現状、課題などを的確に把握し、利用者ニーズに対応したスポーツ施設整備を計画
的に進める。

・各施設の定量的な評価は実施していない。
・ただし、下記事項は整理している。
　－施設の配置状況と学校校庭の夜間開放状況
　－各施設の位置づけ（拠点施設/市民対象施設/避難所）
　－対応可能な大会レベル（プロスポーツ/全国大会（国体等）/県大会/市大会/一般利用）

・老朽化状況を考慮しながら、拠点施設を優先的に整備する。
　➔市体育館の再整備が最優先
・市民ニーズに対応した施設整備を行う。
・災害時の拠点施設として、防災機能の充実を図る。

・33施設程度を対象としている（所管課不明）。
・今後の施設整備にあたっては、民間や県との役割分担も視野に入れている。（当計画では対象
外）

・老朽化した施設への対応
・身近なスポーツ施設の確保・充実
・市民のニーズに応えられる施設・機能の充実

・市所有のスポーツ施設（生涯学習課所管社会体育施設）および新たに整備が求められている
施設を対象としている。
・他所管のスポーツ施設、学校体育施設、民間団体等が所有する施設は対象外。

・86施設を対象としている。
・学校施設の開放については、言及していない。

平成19年

9年間

・老朽化への計画的対応
・施設の質・機能の向上
・身近なスポーツ施設の確保・充実
・民間や県との役割分担
・災害時拠点としての施設の安全性確保・機能の充実

・整備が中心

平成25年

8年間(平成25年～平成32年度)

浜松市

浜松市公共施設再配置計画個別計画(スポーツ施設編)

調布市

スポーツ施設再配置計画

宇都宮市

宇都宮市スポーツ施設整備計画

村上市

村上市スポーツ施設整備計画

平成20年(平成24年改訂)平成24年
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スポーツ施設の再配置等に関する既往計画（概要、目次）

計画名

自治体

策定年

計画期間

計画の特徴

目的

現状評価の項目
（判断材料）

整備等の
優先順位の

決め方

スポーツ施設が
直面する課題

その他

構成
章 節 項 内容
1 スポーツ施設整備推進計画について

1 策定の趣旨
2 検討の経過
3 計画の位置付け
4 計画期間

2 スポーツ施設の現状
1 スポーツ施設の数量
2 スポーツ施設の機能・設備等
3 スポーツ施設の利用状況
4 スポーツ施設の設置状況

3 スポーツ施設の課題
1 身近に利用できるスポーツ施設の整備
2 プロスポーツや全国大会に対応する施設の必要性
3 公共スポーツ施設の老朽化への対応
4 民間スポーツ施設との役割分担

4 スポーツ施設整備の基本方針
1 スポーツ施設の役割に応じた適切な配置
2 スポーツ広場や青少年広場の継続性の確保
3 東京オリンピック・パラリンピックに向けた施設の充実
4 新たなスポーツ施設整備の検討
5 老朽化した既存公共スポーツ施設の計画的な整備
6 民間スポーツ施設との役割分担、民間企業及び大学のスポーツ施設の活用

5 公共スポーツ施設整備の方向性と整備計画
1 短期的に整備する施設
2 他の計画との整合を図る施設
3 東京オリンピック・パラリンピックを見据え、整備充実を検討する施設
4 整備を検討する施設
5 計画的な整備、修繕などを行う施設

6 計画の推進体制について
1 推進体制
2 総合計画「あつぎ元気プラン」実施計画等への位置付け
3 計画の周知

【凡例】

計画の概要（目的、対象、期間等）
スポーツ施設の現状
スポーツ施設の課題
計画の方針
具体的な取り組み、個々の施設の方針
調査方法、調査結果、アンケート結果等
その他

平成27年

6年(平成27年～平成32年度)

・身近に利用できるスポーツ施設の整備
・プロスポーツや全国大会に対応する施設の必要性
・公共施設の老朽化への対応
・民間スポーツ施設との役割分担

厚木市

厚木市スポーツ施設整備推進計画

・小中学校の体育館およびグラウンドの夜間開放についても言及しているが、整備等の対象とし
ては扱っていない。

・各施設の定量的な評価は実施していない。
・ただし、下記事項は、整理している。
　－施設の位置づけ（地域型施設/全市型施設/混合型施設）

・優先順位の設定なし。

・既存スポーツ施設の現状、課題などを把握し、スポーツ施設の望ましいあり方、より良いスポー
ツ施設の適正配置等を検討し、計画的な施設整備を図る。

・既存施設の維持・整備が中心。
・統合・移設・廃止についても言及しているが、将来的に実施することし、時期は明示していない。
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